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きっかけ

この活動の原点には、私が小学生のときに出会った一匹の保護犬の
存在があります。
その子の名前は「たらちゃん」です。
もともとはペットショップで犬を探していたのですが、たまたま目
にした譲渡会のチラシに惹かれて足を運んだことがきっかけで、た
らちゃんと出会い、家族として迎えることになりました。

それまで私は「犬は買うもの」だと思っていたのですが、
「命を譲り受ける」という選択肢を知った瞬間でもありました。

たらちゃんと暮らすなかで、「この子はどんな過去を過ごしてきた
んだろう」と思うことが何度もありました。

だからこそ私は、今度は自分が“つなぐ側”として、保護された犬や
猫たちが安心して暮らせる社会をつくりたいと思うようになりまし
た。



活動計画

国内総充実へ持続可能な開発から

2030年～～2030年

①保護犬の現状を知る 2025年前半～
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産学官連携で政策提言



2025年5月 岡山市保健所にて保護犬・保護猫の見学



30頭以上いる空間なのに静まり返ったシェルター



人が近づいてもおびえて動かない保護犬たちに衝撃を受ける



引用：https://www.city.okayama.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000073/73647/03_yaken.pdf

岡山市の現状

平成29年（2017年）から保護犬の殺処分0を継続しているが
保護数が増えるわりに譲渡数がなかなか進まない



パーパス

動物愛護でつくる人と動物が共生する岡山

ビジョン
岡山市を人と動物が共生する

アニマルウェルビーイングのモデル都市にする

ミッション

保護犬・保護猫0
1.動物愛護を子どもから大人まで学べる教育環境の整備

2.行政・企業・学校・市民団体との連携
3.動物愛護を福祉・観光・まちづくりと融合

理念体系



9月23日 おかやまのまち政策アイデア甲子園2025に挑戦



① 教育・共生
全国の保育園から高校に動物小屋を設置
子どもたちが日常的に動物と触れ合い、命の尊さを学べる教育環境を整備。

② 医療・福祉
動物の医療費を3割自己負担に制度化
人間の医療保険制度を参考に、動物医療へのアクセスを改善。

③ 法律・安全
●動物虐待・飼育放棄・遺棄に対する厳罰化
懲役20年以上または2,000万円以下の罰金を科し、虐待や飼育放棄・遺棄を抑止。

●アニマルポリスを設置
専門の警察機関が動物虐待・飼育放棄・遺棄を監視・取り締まり。

④ 地域活性・交流
大型商業施設を中心に動物イベントや触れ合いの場を設置
市民が動物と交流できる機会を増やし、地域の賑わい創出や観光にもつなげる。

東岡山工業高等学校の生徒さんと発表した政策



岡山青年会議所理事長賞を受賞
6チームエントリー
最優秀賞は岡山大学医学部チームの防災政策
IPU×東岡工合同チームは動物愛護に関する政策

↑2025年度
公益社団法人岡山青年会議所
第75代理事長 妹尾 愛希氏



2025年11月からの岡山市議会本会議にて政策提言

保護犬の活動をされている
岡山市議会議員 安東真理先生により
岡山市議会に今回の政策をアレンジして
提言

ブースの資料提供は
岡山市保健所衛生課が全面協力
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アロマを活用しシェルターの環境改善

①保護犬の幸せホルモンを分泌させるアロマ
→恐怖心を少しでも和らげ、人間馴れ訓練を推進

②シェルター内の臭いを消臭するアロマ
→市内飲食店から回収したコーヒーかすを利用

2026年に
商品化を
目指す



まずはたらちゃんで実験

＜たらちゃんの特徴＞
小さい頃から夜になると不安にな
るのか、鳴いてなかなか寝てくれ
ないことがある。

譲渡され、大切に育てても、
保護犬時代の不安感が抜けないの
ではと感じる。



ペット専門店の犬用アロマは全く効果無し

引用：https://item.rakuten.co.jp/iimonotokusen/plugaroma-06/?variantId=623&s-id=ph_pc_itemimage



たらちゃんの場合
●近づけた時：あまり反応示さなかった。
●近くに常に置いていたが、変化無し。
●ラベンダーの欠点として、常に置いて
おくので香りが2〜3日で薄くなった。

ラベンダーも効果無し

＜効能＞
心身をリラックスさせる
不眠やストレス、イライラを緩和



＜効能＞
リラックス効果、幸福感

バナナのアロマキャンドル
●近づけた時：あまり反応示さなかった。
夜、電気を消す少し前にキャンドルをつけ
て寝ると夜に鳴くことが減った。
●落ち着きがなくなったときに灯すとその
症状が治るのが早いと感じた。
●キャンドルなので、火を灯せば香りがし
て、ラベンダーのように薄れることがなく、
必要な時に香らせることができるので、便
利だった。
●一緒にいる家族も癒された。

バナナに期待大



2025年11月3日 保護犬譲渡会イベント参加

来場者は1000人を超え、ジビエ丼も50食売れたものの、保護犬の譲渡は0
一般家庭への譲渡するためには、様々な審査のハードルが高く、譲渡が進まない現状を知る。
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②保護犬シェルターのQOL改善 2025年後半～
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2025年12月6日 市議会にて動物愛護の政策提言

●企業向けの譲渡を盛り込むが、
過去の事例がない。
●学校向けへ推進を図るも、岡山市教育委員会と
しては、モルモットの飼育をしていることもあり
却下。
●動物愛護を軸とした「福祉・観光・まちづく
り」の融合については、すでに民間でやっている
ということで却下。

まずは産学連携で
企業向け譲渡で
実績づくり



企業向け保護犬譲渡

企業側メリット

●保護犬を引き受けることによって
CSR・SDGs・ウェルビーイングの活動を見える化できる
●アニマルセラピーによって
社員への人材育成・メンタルケアに活かせる

行政側メリット

●譲渡のスピード化
●税金を最小限に抑えて保護犬0を達成できる

IPUが中心になり、
アニマルウェルビーイング認証制度
「IPU E-Animals（IPUエシカルアニマルズ）」を
立ち上げる



将来的に岡山市が
制度を取り込めるような形で蓄積データを整備し、

エビデンスづくりを進める。

アニマルウェルビーイングの
モデル都市へ

動物愛護の岡山市というブランディング


